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Summary:The otteCtiVe of this study is to develop a children's basic mathematical cognition curiculum

that connects the study of “number,quantity and igure" and “the foundations of logical thinking" in kinder―

gartens with the study of“ (the sutteCt Of)mathematics" in elementary schools.

The results of this research to date are recorded in [1] and [2].

The composition of this paper is as follows.

§1.About the handling of number,quantity and figure by kindergartens as described in Document Collect

in([1]): we discuss the current situation,practices,and basic thoughts of childcare workers related to the

teaching of number,quantity and igure abilities and the ability to think(mathematical cognition)in kinder―

gartens.

§2. Basic philosophy of cuttriculum development for number, quantity and figurc and the foundations of

logical thinking(Basic Mathematics,“ Gen… Sugaku")in kindergartens:the basic approach to curiculum dc―

velopment for Basic Mathematics,based on the discussion in§ 1.Namely,for the children the ottect市 e iS tO

make their playtilne more fun and fulfilling by using]Basic Mathematics; studying]Basic Mathematics itself

is not their ottect市 e.

§3.One model of a cuFiCulum for number,quantity and igure(Basic Mathematics)in kinderganens:

from the宙 ewpoint in§ 2,we present a curiculum for number,quantity and igure(Basic Mathematics)in

kindergartens that is integrated with the study of the sutteCt Of lnathematics in the first ycar of elementary

school,in other words,the mathematical expcrience that it is dcsirable for children to gain in kindergartens.

本研究は,幼稚園における「数量・形」「論理的思

考力の基礎」 と小学校での「算数 (科 )」 の学びをつ

なげる幼小連携 カリキユラムの開発を目的 としてい

る。今までの研究成果は [1]及 び [2]に収録 してい

る。

[1]の構成は,次のようである。

(は じめに〉で,本研究の背景・状況と目的につい

て述べている。

1.幼児 (4-5歳 )か ら小学校 1学年 (6歳 )の数理

認識発達

1.1 人間の数理認識 (シ ステム)の発達

1.2 源数学

2.幼稚園と小学校 1学年の「数量・形」及び「算数」

めじは に
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のカリキュラム

2.1 幼稚園における数量・形のカリキュラム

2.1。 1 幼稚園教育要領での数量・形の変遷

2.1.2 平成元年幼稚園教育要領の転換

2.2 小学校算数科のカリキュラム

3.幼稚園での「数量 0形」の指導と小学校 1学年の

「算数」の指導の実際

3.1 幼稚園での数量や図形の指導の実際

3.2 本研究の視座からの小学校 1学年における

「算数」の状況

(おわりに〉で,今後の研究課題を箇条書(i)～ (V)で

挙げている。本稿での内容と関わるのは次の事柄であ

る。

(i)4-6歳 は知覚と思考の分離がはじまり,身体や知

党にしぼられた直観的思考から論理的思考が芽生えて

くる時期である。リテラシーと数量・形の教育は幼稚

園教育要領でいうところの「感覚を養う」「興味・関

心を培う」から,子 どもの「確かな学び」につなげて

行く必要があるように思われる。

(五)幼稚園での数量と図形の指導法を研究し,設定保
育に取 り入れる必要がある。例えば,「数」の認識に

おいては,「実物⇒反具象物⇒数」となるのが基本原

理である。これを設定保育に組み込む際は,小学校の

ような授業という形態ではなく,あ くまで学級全体で

行う「遊び活動」としての設定保育である。その際 ,

教師には数理の内容と系統性の理解が強く求められる

ことになる。

同 (五 )に関連して数理認識を促す遊具や教具の開発が

必要である。

思考は一般的に個人的なものであり,幼児期の論理

的思考は個人差が大きい。したがって,幼児の学びは

個別に遊具や環境と関わることによって促進される。

livl 小学校 1学年の学習指導要領「算数」と算数の教

科書を検討した結果,幼稚園での経験活動に基づくも

のが多く見られた。したがって,源数学的な経験活動

を幼稚園の遊びの中でじっくり溜め込んで,小学校ヘ

進むことによって,算数の学習にスムーズに入って行

け,数理認識の発達が期待できるのである。

§1.『資料集』における

「幼稚園での数量・形」の扱いについて

[2]は ,「幼稚園現場における数量・形と考える力

(数理認識力)」 の育成に関わる実情・実践と保育者の

基本的な考え」及び「小学校低学年の算数教育の視座

からの就学前 (幼稚園期)に求められる数理認識の学

び」についての「アンケート調査 (論文形式で所感を

論述する)」 を行ったものである。

[2]の全体の構成は次のようである。

I。 本研究に関わる予備的研究

Ⅱ.幼稚園現場における「数量と形及び考える力

(数理認識力)」 の育成に関わる実情・実践と保

育者の基本的な考え

Ⅲ。小学校低学年の算数教育の視座からの就学前

(幼稚園期)に求められる数理認識力の学び

ここでは,Ⅱ .について概要をまとめる。

1.西尾新 (甲 南女子大学):幼児期における数量概念

の獲得と身体活動の役割

小学校 1年生の算数では,“数えること"が学習の

基盤として重要な意味をもつ。このカウンテイング

は,数詞を「いち,に ,さ ん,……」と唱える数唱

と,物の個数を数える計数の 2つ のスキルからなり,

幼児期でその基礎的なスキルは獲得される。小学校以

降の数量概念の獲得の基礎となるカウンティグである

が,幼児がそのスキルを獲得する過程において,身体

活動が重要な役割を果たす。幼児がカウンティグを行

う際, しばしば自発的なオ旨差しを用いること, さらに

この指差しが,カ ウンティグの正確さを促進させるこ

とはすでによく知られているところである。

数量概念獲得の最初期において,指差しという身体

活動がきわめて重要な役割を呆たしていることがわか

る。具体的には,対象を指差しあるいは対象に直接触

るという行為,すなわち定位的な身振 りによって,物

理的な空間に配置された対象に関わる心的な換作を補

完する働きといえる。

幼児期に見られる身体活動が,の ちの数量的な表象

あるいは空間的な表象操作の基礎として機能している

のみならず,その後に獲得すべきより高次の数量形に

かかわる概念獲得や表象操作という心的な活動を,い

わば身振 りによって “外在化"さ せることで補完させ

ることが考えられるのである。

子どもが概念を獲得するうえでその基盤となる身体

的活動について注目することは,学習面における幼小

連携をより円滑に促進するための一つの手掛かりを与

えると思われる。

2.黒崎東洋郎 (岡山大学 )

幼稚園教育は,義務教育ではないので,「数量形」

のプレ学習を必修化し,こ れを前提として小学校 1年
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から算数科で「数量形」を指導するのは,制度的な大

きな課題がある。そこで,幼児が 100%通園し,小学

校に進むことを想定して,幼稚園教育でどんな「数量

形」に関わる指導をすればよいのかを考察する。そし

て,スパイラル重視の観点から,幼稚園と小学校 1年

でスパイラルに「数量形」についてどんな「数量形的

な遊び体験」をさせることが大切なのかを提案した

い。

ある調査によると,幼稚園の教育課程に「数感覚を

育成する」という計画を建てているかどうかを調べた

ところ,4歳児担当教員のうち約 55%が計画を立て

ていると言っているが,3歳児,5歳児は50パーセン

ト未満である。数量への関心をもち,その感覚を豊か

にすることを重視しているが,カ リキュラムに反映し

ていないのが現状である。

保育の形態として,意図的・計画的な「設定保育」

と遊びを通した「総合保育」がある。基本的には,遊

びや体験を通した「総合保育」の中で,ご く自然発生

的に「数量形」を指導するのがよいと思われる。「数

量形」を学ばせるための「設定保育」は,注入主義・

教え込み主義の保育になることが危惧される。遊びを

通した「総合保育」は,何 も子ども任せにすることで

はない。意図的・計画的に幼児の発達段階を考えてカ

リキュラム構成して「総合保育」をすべきであり,遊

びの中に「数量形」に関心をもつ活動を仕組むことが

大切である。

ところで,小学校の算数科に結びつく「数量形」に

関する指導を,意図すればするほど,算数のための幼

児の算数学習になりかねない。大切なのは,発達段階

から考えて,「ごく自然に数量形への関心をもつ」こ

とであり,遊びの中で「数量や図形への関心をもつこ

とのできる遊びを通した総合保育」の開発が不可欠で

あり,こ れが急務の課題である。前述したように,

「数感覚を育成することの重要性」を認識しながらも,

幼稚園の教育課程には,その意図実現の計画が盛り込

まれていない現状をみると,「カリキュラム」をと大

上段に考えるよりも,現在の教育課程の遊びの中で,

どのような数量形に関わる活動がごく自然にできるか

を考えた方がよいと思う。

3.中村信義 (花屋敷幼稚園長):幼・小連携の “数理

開発"を 目指した「カリキュラム」の創造

長年小学校に勤務し,その後幼稚園に勤務した感想

として,小学校と幼稚園の間には教育や人事の交流も

少なく,幼稚園は幼児教育の世界にあり,小学校は学

校教育の世界にあるように思う。幼児が遊びを中心に

した幼児教育ないしは幼稚園教育の世界から教科学習

を主とした学校教育の世界へなめらかに橋渡りができ

るように十分な配慮が必要であり,行事に参加する交

流だけでなく小学校は幼稚園の指導法に学び,幼稚園

も小学校を見通した指導をもっと取り入れる連携の必

要性を感じている。

ところで,「数量形」については,こ れといって取

り組んでいないが,幼稚園教育要領の改訂に伴い,平

成 20年度から年長児は「ことば」と「かず」の指導

内容が適切と思われる月刊総合絵本を選び,年間を通

して遊びながら「ことば」や「かず」に触れるように

工夫している。ところが,実際は十分活かされていな

いところもあるように思われる。資料を参考にして,

内容について環境を構成して「遊びを工夫できる」教

師の育成が求められる。

4.神戸大学附属幼稚園 :数理認識の発達の連続性に

基づく遊びを通しての学びの分析による「カリキ

ュラム」の開発

[研究目的]

本研究の目的は,幼稚園 3歳児から5歳児を対象に

数理認識の発達の連続性に基づき,遊び場面の分析に

よってカリキュラム開発することを目的とする。本研

究の数理認識の発達の連続性に関しては,『3歳から 14

歳の学びの一覧表』 (;平成 12～ 14年度文部科学省研

究開発学校指定研究成果)及び『3～ 5歳の学びの過

程表』 (;神戸大学附属幼稚園研究紀要 35)の 10視

点の中の,「数とかたち」において明らかにしてきて

いる。

[研究方法]

・幼稚園における様々な遊びや生活の各場面におい

て,具体的な子どもの事実を基に,視点「数とか

たち」の子どもの学びを「学びのカード」と「学

びのカードの分析」により見取る。

・視点「数とかたち」のねらいを掲げて学級集団で

行う遊びを実践し,具体的な子どもの事実を基

に,視点「数とかたち」の子どもの学びを「学び

のカード」と「学びのカードの分析」により見取

る。

・視点「数とかたち」の「学びのカード」と「学び

のカードの分析」を基に,視点「数とかたち」の

学びにつながる遊びや生活の場面及び,視点「数

とかたち」はどの時期にどのようなねらいをもつ

べきかを明らかにするための見通しをもつ。
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[事例]

(事例 1)か ら (事例 5〉 の分析を通して,視点「数

とかたち」のカリキュラムを実践に基づいて確かめる

手掛かりを得ることができた。

例え|ゴ (事例 1)よ り,遊びの中に「量の感覚を豊

かにする」場面が存在することが明らかになった。具

体的な場面としては,ふ んだんにある物を使って,大

きさの違ういろいろな容器に移し替えながら遊ぶこと

を繰り返し試す「砂,土,水を使った遊び」や「水遊

び」,集めた物の量を比べたくなる「種を採ったり集

めたりする遊び」が挙げられる。このような,「量の

感覚を豊かにする」学びについては,3歳児から5歳

児まで繰り返し見られると考える。そして,年齢が高

くなるに従って,具体的な数字を使うようになり,さ

らに「量」をもののかさや数の大小だけでなく,時間

の長さについても「量」として比べるようになってい

くと考える。

5.芦屋市立 3幼稚園における「数量と形」に関わる

保育実践

久米由紀子 (芦屋市立精道幼稚園園長),上埜吉美

(芦屋市立朝日ケ丘幼稚園教諭),本多玲子 (声屋市立

小槌幼稚園教諭)の それぞれの園における 1年間の保

育計画と「数量と形」に関わる保育実践例である。

芦屋市立幼稚園は年間指導計画が 2～ 3ケ 月ごとの

I期 (4月 ・5月 )か らV期 (1月 02月 03月 )別 に

作られている。

[事例 1]芦屋市立精道幼稚園の (4歳児のねらい〉

は,I期 :園生活に親しみ,安定して遊ぶ,Ⅱ 期 :自

分の好きな遊びを見つけて遊ぶ,Ⅲ期 :友達とのかか

わりを楽しむ,Ⅳ期 :友達といろいろ遊びを楽しむ ,

V期 :自分の思いを出しながら友達と遊ぶ となって
いる。そして,1学期の実践例 (お家に入ろう |………

フープ遊び〉の趣旨とねらいは次のようになってい

る。

趣旨 (は じめに):幼児たちは遊びの中で,友達と

遊びながら,数に興味をもち,数を使った遊びに関心

をもつようになる。幼稚園生活が始めての 4歳児は ,

園生活の仕方を知ったり,慣れたりすることが,ま ず

は大切である。

先生や友達に親しみをもち,保育の中で安定してく

ると,数に触れる経験をつくっていき,遊びの中で楽

しんで数えたり,考えたりしていく保育内容を展開し

ていく。2年生一緒で嬉 しい,考 えた,も う一度した

いという意欲を育てながら,数に対して親近感をもた

せていくことを大切にしたい。

遊びのねらい :

・簡単なルールの遊びを楽しむ。 (一 人ひとりのフ

ープに入る遊びを楽しむ)

・フープに入った人数を数え,友達と一緒に入るこ

とを喜ぶ。

実践後の次のような (「数量と形」の視点からの考

察〉が行われている。

01学期の年少児にとっては,一つのフープに一人

(自分〉が入るということはわかりやすいルール

で楽しめた。

01:1と いうことはわかりやすく,自 分だけでな

く,周 りから見てもよくわかるので応援する姿も

出てきた。

0早 く入るという課題は,数を数えることでは次は

今の数 (順番)よ り早く入ろうという意識につな

がった。

・フープの数を減らすことで,1:1で はなく,1:2

であつたり,1三 5に なったりとそれぞれのかか

わりや思い方が見られた。自分と友達とで 2人 ,

3人 という複数を認識していた。

0-つのフープにたくさんはいっているグループを

認めることで,た くさん入れば狭くなること,き

つくなることなど量的なことも感じていた。

[事例 2]芦屋市立朝日ケ丘幼稚園での 5歳児Ⅳ期

「サイコロ言葉遊び」の実践例は次のようである。

設定理由 :運動会の遊びを通して,数を意識するこ

とが増えた。教師は,リ レーの遊びでは,幼児が運動

会間近になるまで人数を気にせずに走ると考えてい

た。しかし9月 に遊び始めるとすぐにチームの人数を

合わせるという意見が幼児からでた。3チームで走っ

ていたが,チ ームの人数を揃え,走る順番もチームで

決めた。その他,各競技では勝敗の順番を 1位 ,2
位,3位 ,4位 とつける,帽子とりでは取つた帽子の

数を数える,入場行進では背の低い順,終わり行進で

は背の高い順に並ぶ,司会ではプログラムの番号も伝

えるなど,」 それぞれの遊びの中に数が出てきた。幼

児は,こ のように運動会の遊びをしながら自分の順番

や勝敗を意識 して「リレーでは○番に走る !」 「中冒子

を 2つ取つた」と数で表現しながら遊んだ。

運動会後も運動遊びに取 り組む中で数がでてきた。

運動会のがんばり賞でもらったスイングステップで早

速遊びだし,「3回できた」「先生,数えて」と言って
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は自分で挑んでいる。また,た くさん回せるようにな

り「287回 できたよ」と先生に数えてもらった数字を

自分で書いた紙をポケットに入れて取 り出しては見せ

ている姿が見られた。数が自分の目標であったり,で

きた喜びにつながったりしていることがわかる。ま

た,竹馬に乗れるようになった友達のことをクラスで

話題にすると「知っているよ。16歩乗れた」と周 り

の幼児が言う。友達の頑張りを応援して,認めている

ことがわかる。

実践を振 り返って :

・幼児がスター トからゴールまでに 10個のフープ

を並べる時には,昨年度の幼児と同じように自分

がフープの中に入って進みながら数を数える姿が

見られた。

・言葉に合わせて手を叩くと数えやすかったが,「 5

文字」や「6文字」等,数が多 くなるとその数が

サイコロに出てきた数と合致しているか確認でき

ているかはわからない。

0数に合わせてどんどん言葉が出てきたが「5文

字」や「6文字」ではちょっと一人ひとりが頭に

思い浮かべながら考えている様子が見られた。4

チームに分かれてすることを伝えると自分達で均

等に分かれることができた。最後に A児が離れ
た所から各チームの人数を数えて,人数が少ない

チームがわかるとすぐにそのテームに入った。

・チームの中で自分が考えた言葉を言ったり,友達

が発した言葉が文字数と合っているかを自分でも

数えたりして,一番よいと思われる言葉を決めて

いる姿が見られた。また,チ ームとして発表した

言葉を他チームが開いて,サ イコロの数と文字数

が同じであれば「オッケー」と合図を送り,チ ー

ム別の遊びであるがクラス全体の友達を認め合う

気持ちが感じられた。

・遊びの後,一人の幼児が保健室にある一日の予定

表を見て「うがい」は 3文字であることを見つけ

て驚いて言いにきたので,周 りにいた幼児と共に

いろいろな身近な言葉を数えて楽しんだ。「 トイ

レ」「おべんとう」等が見つかった。その後の弁

当を食べている時も幼児が壁画に貼ってあるクサ

の名前を見て「ススキは 3つ」等,言っている。

このように言葉に関心をもつ時期なのだと実感じ

た。

[事例 3]芦屋市立小槌幼稚園 5歳児Ⅲ期「縄跳び

でお花を作ろう」の実践例は次の通りである。

幼児の姿 :幼児は様々な活動の中で,自 然に数字を

言葉にしている。砂場のお店やさんごっこでは,葉っ

ぱをお金に見立てて,「ケーキは,葉っぱ 2枚,お 団

子は葉っぱ 4枚」と自分達で決めて,や りとりを楽し

んだ。また,花畑の絵を描 くときに「お花 10描いた

から,蝶々も lo描 く」と数の対応をする姿も見られ

た。

27名のクラスの生活では,生 き物のお世話をする

お当番チームを決める時や,お弁当を食べる時に,「4

人組か 5人組になろう」と投げ掛けると,自 分達で集

まり,数えた人数が足 りない時には,友達に呼び掛け

たり,少ない組と一緒になったりするなど,自 分達で

調整できるが,人数が多い時には,友達と一緒にした

いという思いがあり,も う 1度組み直すことに気付か

ないなど,自 分達だけでは調整しにくいのが,現状で

ある。そこで,縄跳びを使ったダンスをするのに適し

た人数があることに気付いて,自 分達で分かれて,友

達と一緒に体を動かして遊ぶ楽しさを味あわせたいと

考えた。

ねらい :(1)縄跳びを使って曲に合わせて体を存分

に動かすことを楽しむ。 (2)友達と一緒に縄跳びを組

み合わせて花をイメージして, ダンスをする。

幼児の事実例 :年少時より,縄跳びを家や川などの

いろいろなものに見立てて遊ぶ経験をしてきた幼児で

ある。ダンスの曲を流すと,リ ズムを取 りながら,床

に置いて跳び越したり,馬の手綱に見立ててギャロッ

プをしたりし始めた。曲の変わり目で「ここで,お花

を作ろう」と投げ掛けた。すぐに2,3人組,6人,7
人組などに集まり,丸 くなってお互いの縄跳びの端を

持ち合って,回 り始めた。縄跳びで花びらをイメージ

していることを確かめて,皆で見合った。Y児が人

数によって花の大きさと回る速さが違うことに気付

き,「バラバラになっている」と言った。他児はその

意味に気付かず,黙って見ていた。

事実の解釈 :こ れまでに友達と一緒にすることが楽

しいという経験があったから,「花を作ろう」と投げ

掛けると,す ぐに友達と一緒にしたのであろう。ま

た,縄を花びらに見立てるという共通の思いが,お互

いに考え合う拠り所となったのだと思う。

7人 という人数は,いつも集まる人数より多いた

め,調整しやすかったのだと思う。また,実際に動い

てみて,3人では動きにくいということを実感したか

ら,7人が適しているということに気付くことができ

たと思う。
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幼児の学び :

・縄跳びを花びらに見立てて,友達と一緒に使うこ

とを楽しんだ。 (イ メージの共有・力を合わせる

楽しさ)

・曲に合わせた動きをするための工夫をした。 (試

行錯誤する力・音楽に親しむ〉

・イメージを表現するためには適した人数があるこ

とに気付いた。〈数の活用〉

教師の学び :縄跳びという共通の用具を使つたため

に,花びらに見立てた動きを考えようとする意欲がも

てた。さらに,縄跳びがスムーズに使えたり,自 分の

体が動きやすくするためには,適 した人数があるとい

うことに気付 くことができた。幼児がイメージしやす

く,考える方向が示しやすい教材の吟味が必要である

ことを再認識した。

7人 という人数が幼児にとつては,自 分達で調整 し

やすい人数であった。幼児が遊びの中で必要と思える

人数をあらかじめ予測し,や ってよかつた,う まくで

きて楽しかったという満足感のもてる数の投げ掛けが

大切であることを学んだ。

6.岩濱里江子 (神戸市立やまびこ幼稚園):5歳 児実

践例 好きな遊び「こままわし」
「こままわし」における環境の構成について :

・こまは, 12月 ,「なかよし会」において,サ ンタ

クロースから,一人一つずつもらった木ごま (鉄

′亡ヽごま)である。個人で所有している。その他 ,

園にも木ごまの他,い ろいろなこまをいつでも遊

べるように置いている。

・園には,こ まを廻す土台として,正方形の板を 4

枚,移動可能なように,板の下に車輪が 4つ と引

っ張るための紐がついている台が一つある。子ど

も達は,それらこままわしの台を,保育室内,中

庭,園庭などに,自 分達で出したり,遊びながら

移動させたりして,遊びの場を構成している。
・朝,荷物の始末を済ませた後,ま た,弁当の後に

「好きな遊びの時間」があり,こ ままわしに取 り

組む十分な時間が保障されている。

「こままわし」における数量形に関する学びにつな

がる背景について :

・こままわしの遊びには,子 どもが意欲をもって ,

試 したり,気付いたり,考 えたりするもとにな

る,「少し難しいことへの挑戦」「それができるよ

うになった喜び」「友達や先生に認めてもらうう

れしさ」「友達と教え合ったり,競い合つたりす

る楽しさ」という要素がある。

・こままわしのあそびには,子 ども達が取り組む中

で,回数や頻度について気付いたり,方法 (論理

的思考につながる)に気付いたりする要素があ

る。

「数量形」に関わる子どもの姿 (子 どもの事実):

「板を2枚組み合わせたり,移動させたり,牛乳パ

ックで作った高さ25セ ンチぐらいの台を傍らに持っ

ていって,その上に乗って,高いところからこまを投

げて廻したりしている」「先生,僕,ひとりで廻せた。

一人で回せたの 2回 目と笑顔で言う」「長く回つた方

が勝ち |」「Tく んのが勝ったな。早く回つてるもん」

「できるけど,10回投げて 1回 ぐらいしか成功せ～へ

んなあ」「できんかわからへん。時々しか成功せへん

から」「先生,こ とり組で誰が一番こま上手 ?」「もっ

と足を広げて,勢いをつけて投げるねん」

「数量形」に関わる事柄の読み取り (事実の解釈):

・ちょっと高いところから率コずる, 遠くから必コデ

る,下から投げるなど,こ ま回しの中で,高低 ,

距離,投げる力の強さなどを試し,考える姿があ

る。2回 目 1と 言うことばに喜びがとても感じら

れる。このように,子ども達は,嬉 しい事で,あ

まり実現しない事を,何回日というように回数で

伝えてくることが多い。

・勝負をすることが子ども達は好きである。自分達

で,長 く回つた方が勝ちというルールを作って競

っている。T児は,こ ままわしに自信をもち始め

たことから,教師に勝負を挑んできた。競うとい

うことが子ども達のさまざまな学びを生み出して

いる。また,L児の発言は,誰が勝つかを,こ ま

が回つている状態から予測する発言であつた。

「こうだからこうである」という論理的思考につ

ながる姿が見られた。

・「10回投げて 1回成功」という割合 (確率)につ

ながる教師の発言は,T児の表情から見て,理解
するには難しかったようだ。T児のその後の発言

から「時々回る」や,そ の他,「あんまり成功せ

～へん」などの表現によつて,5歳児の子ども達

は,頻度を伝えようとする姿が見られた。

・「誰が一番 ?」 は,こ の時期の子ども達にはとつ

ても気になることのようだ。競う気持ち,一番に

なりたいと思う気持ちが,い ろいろな遊びの中

で,子ども達の思考を刺激している。自分の名前

を挙げてもらい,認めてもらい,T児は自信にな

り,嬉 しそうであった。



船越 俊介 :幼稚園における「数量・形」と小学校での「算数」の学びをつなげる幼小連携カリキュラム

・G児は,友達のこまがなぜ回らないかという理

由を伝えて,投げ方を教えていた。こうだからこ

うだという因果関係につながる学びがこままわし

の遊びの中に見られた。

考察 :

・子ども達が自分達で試したり,工夫したりできる

環境と時間の保証が大切である。好きな遊びの時

間というような環境が,子 ども達が遊びを作 り出

し,こ うしたら面白いのではないかと試し,思考

する姿を生み出したと考える。

・数量形に関する視点から見て行 くと,こ ままわし

の遊びの中にも,頻度,長 さ,高低,速 さ,順

位,試行,比較,因果関係など,い ろいろな学び

があることが分かった。教師がそれを意識 して ,

子ども達を認めたり,教えたり,励ましたり,見

守ったり,環境の意味をとらえたり,構成したり

することが大切であると思った。また,5歳児で

は,学びを支える仲間がいて,教え合ったり,励

まし合ったり,一緒に喜んだり,友達の工夫に影

響されたり,競争心をもったりすることが,学び

を生み出したり,深めたり,広 げたりすることを

大きく支えていることも感じることが出来た。

7.明石市立山手幼稚園 :設定保育の中での幼児の数

理経験とその考察

5歳児事夕1「三色団子ゲーム」

ねらい…数を数えたり比較したりして数に親しむ。

・自分の気付きを友達に伝えたり,友達の考えを理

解 しようとしたりしてゲームをすることを楽 し

む。

幼児の経験活動 三

(1)1回 目 (2009年 12月 10日 )

・団子ゲームのルールを聞き,チ ームごとに団子の

数を確認する。

・各チーム,一人ずつ出て二人組みでじゃんけんを

する。勝った方は負けたチームから一つ好きな色

の団子をもらう。全部の団子を合計して数え,発

表する。

色の違う団子を合わせて数えることが難しい様子の

チームもあったが,気付いた子どもが「そうじゃな

い,1個ずつ数えるねん」と説明する姿が見られた。

数え方は,初めは,1枚ずつ色別に並べる,ラ ンダ
ムに並べる,重ねていく,の 3パターン見られたが ,

しばらくすると色別に並べるとわかりやすいことに気

付 くチームが増えていった。

考察 :

1回 目は団子の色は関係なく合計で競つたが,合計

することが理解できず,色別に団子を数えようとする

子どもが多かった。合計で競い合う場合は団子を一色

に統一した方が分かりやすいのではないかと思う。

好きではない色は必要ない,と 考える幼児もいた

が,ゲームを進める中でスタートの条件をどのチーム

も同じにすることが大切であると気付 くことができ

た。

(2)2回 目 (12月 H日 )
・前日と同様のテームに分かれる。

ゲームのルールには直接関係ないが,欠席者がい

たためチームの人数に気付き,数を均等にするこ

とに気付いた。

・前回の遊びを振り返り,団子ゲーム (1回戦)を

する。

各チーム,桃,黄緑,自 ,各色 6個ずつ数えて用

意する。各チームニ人組みでじゃんけんをする。

・自分のチームの団子の数を色別に数え発表する。

(並べて団子を数える方法に気付いて欲しかった

為,「団子を重ねているチームと並べているチー

ムがあるよ」と,投げかけた。

・団子ゲーム (2回戦)をする。

三色団子のイメージを持ち,桃,黄緑,自の団子

三つで 1本という数え方がわかるように,各チー

ムの団子に串を刺していく。

考察 :

0団子を並べておくことで数がわかりやすくなるこ

とに気付いた。

・団子を数える際,「 1,2,3,4,… … 」と数える子

どもがほとんどであるが,中 には「2,4,6,8

……」と数える子どももいた。数の認識について

は個人差が非常にある。

・三色団子ゲームでは,三色揃えるために足りない

色を取ってくる子どももいるが,ま だまだ好きな

色を取ってくる子どももいる。

(3)3回 目 (12月 14日 )

考察 :

必要な団子の色を自分で取ってくるようになるが ,

なかには理解できず好きな色で団子を取ってくる子ど

ももいる。しかし,友達に自分のチームに必要な団子

の色を知らせようとする言葉のやりとりが見られる。

自分のチームの団子だけではなく他チームの団子の

状況を見て,団子を取らせないようにしたり,じ ゃん

けんをする相手を考えたりする姿が見られ始めた。
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まとめ :

0今回の実践は,ゲームという教師の意図的な活動

であったが,教師の予想外の気付きが幼児に見ら

れ,幼児が遊びを通して数や量を理解していくこ

とがわかった。

・友達とみんなで食べた 3色団子というイメージか

らの遊びの導入は,幼児にとって興味や関心がも

て。ゲームを楽 しむ要因となった。 しかし,「 3

という集合」が理解できにくい幼児もいて,数の

認識に計画的な取 り組みが必要であると思った。

0本クラスの幼児は,どちらかというと短絡的な言

動が多く見られたが,今回の実践を通して,疑問

に思ったことを試行錯誤しながら遊びを進める姿

が見られた。自分なりの気付 きから学びを得た

り,友達の考えが理解できたりすることで次への

遊びの意欲 (期待)が もて,そ の後もこのゲーム

は続いている。

0人間の生活の中には衣・食 0住すべてに物の数が

つきまとい,行動,人間関係,で きごとにも数が

意味をもつ。入園した幼児はまず,自 分の靴入

れ,かばんかけを覚えなければいけない。これは

自分と 1対 1対応をしていることになる。遊具や

用具の片付けは集合づくりである。「まだ絵本が

1冊残っているよ。どこに片付けるのかな ?」 と

問いかけることは,集合と位置を指導しているこ

とになる。来年度は,幼児の生活の中にある数量

や図形等の基礎を見直し,幼児が必要感をもって

数量や図形等の基礎を学んでいけるよう計画的に

研究を進めたい。また,幼児の主体的な遊びの場

面での偶発的な数量や図形等の学びを教師自身が

読み取る目 (力 )を持つと共に,数量や図形等の

学びが広がるように,幼児が興味や関心をもって

取 り組めるクラスや学年での意図的な保育内容の

工夫が課題である。

8.赤西雅之 (甲南女子大学):『資料集』(2)を 読んで

私は長年,阪神間の保育園,幼稚園を中心にして実

験的な保育を実践 してきた。『資料集』を読んで,自

分の保育を見直したとき,多 くの示唆に富んだ発見が

あった。そのことについてまとめてみることにする。

私の保育の出発は,①子どもは生きる場面において

常に意図的であってほしい,②教師は育てる観点から

きちんと計画されて,意図的であるべきである とい
うことであった。(こ のことは,『資料集』P。9で も主

張されている。)

しかし現実には,教師が意図的であればあるだけ ,

子どもが非意図的になっていくという大きな壁があっ

た。そこで,単純なようではあるが,ま ず①か②のい

ずれかをあきらめることを考えた。①はどうしても譲

ることができない。したがって,C)を あきらめること

にした。ところが,①のみが生活や保育の中心になる

と,どうしても子どもの自己中心的な傾向が制御でき

なくなる場面が見られるようになった。そこで,②を

直接的ではなく間接的に復活させることにした。いわ

ゆる「間接教育」の手法を取り入れることにしたわけ

である。その際,次の 2点の自由が子どもたちに約束

された。(A)選択の自由 (え らぶ),(B)活動の自由

(時間制限がない)。

しかし,間接教育の危うさはこのときすでに直観的

に感じていた。これだけでは,(イ )ひ とりひとりの

子どもの育ちが把握しにくい,(口 )ひ とりの子ども

の成長に偏りが生じる恐れがある等の問題点から,さ

らに,「設定保育」を見直すという転機があった。と

ころが,設定保育は教師の意図が如実に現れることに

なる。教師の過度の意図が子どもを非意図的にするこ

とを忘れることはできない。また,設定保育はいかに

すぐれたカリキュラムであっても教師の力量に大きく

影響されるという問題点をいつも抱えている。そこ

で,「新しい設定保育」を生み出す必要が生じたので

ある。

新しい「設定保育のねらい」は,総 じて次の 4つ に

留めるという意識的なしばりを付け加えることにし

た。(1)子 どもひとりひとりの成長のバランスを確認

する。(2)子 どもたちが一緒に体験したり作り上げて

いく集団的な喜びを経験する。(3)単純にホームルー

ムとしての役割。(4)その他。その他には,教師の自

由裁量で取り組める部分を残した。その後,そ の他

は,(4)日 常的に意味のある言葉をいろいろな手段を

用いて子どもに提供する。そして,そ の他を (5)と

した。その理由は以下の通りである。

子どもは言語の発生機能は持っているが,耳から音

声として言語を聞かなければいわゆる言葉を発するこ

とはできない。そして,考 える力は言語である。ま

た,言語の質はもちろん大切であるが,ボキャブラリ

ーの量もあなどれない。ひとつの場面を多様に考え ,

説明することのできるコミニケーシヨン能力の豊かな

子どもを育てたいと考える。

現在は,設定保育のねらいを上述の (1)～ (5)と

し,1日 2回の設定保育を核として,時間に制約され

ない,流れるようなカリキュラムの下での保育を行っ
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ている。

次に『資料集』を読んで,「源数学」という概念と

「数量・形の教育」について,私が責任者である保育

園群での今までの保育の実際を振 り返り,考察する。

まず,保育室の中に子どもたちが自由に選択 して

(え らべる)活動できるどのような教材,教具が準備

されているかを見直し,数えてみた。4,5歳児約 100

名を対象として,常に使用できる教具は 92点であっ

た。学期によって提供する教材,教具は入れ替わるの

で正確ではないが,かなりの数が揃っている。そのひ

とつひとつは,数量・形の基本的なルールを認識させ

るもので,あ らためてひとつひとつを見ると,計算さ

れたものばかりである。しかも,作業はひとり,ま た

はグループによるもので,は じまりと結果がはっきり

としていて,充分に自己発見,自 己訂正でき,自 分た

ちの「あそび」として成り立つものである。子どもた

ちは,前述した制限の少ない,流れるような 1日 のカ

リキユラムの中で自由に納得するまで,こ れらの準備

した教材,教具を「あそび」として楽しむことができ

る。その結果として,優れて源数学的な経験を保育の

中で充実させていたことに気付いた。つまり,私たち

の作 り上げてきた保育の形態は,子 どもたちの「数学

的頭脳を育成する」という側面を持っていたと考える

ことができる。しかし,それは間接教育として教材・

教具の準備と,設定保育を工夫する中で作られた環境

の力を借 りていたことになり,最初に書いたような教

師の責任ある意図的な保育という側面が弱かったとい

う大きな課題が残った。教師と子どもの関係を維持し

ていくためには,教師自身が「数学的頭脳」を持たな

ければならないと考える。教師にとっての「数学的頭

脳」というのはどういうことなのか。「保育現場の日

常から学ぶ」ことでそのことを今後も考えて行 きた

い。

§2.幼稚園における数量・形及び

論理的思考力の基礎 (「源数学」)の
カリキュラム開発の基本理念

本稿は,[1]に続く幼小連携の視座からの幼稚園に

おける「数量・形」及び「論理的思考力の基礎」に関

わるカリキュラムの開発を目的とする。

[1]において,数理認識の発達と教育 (支援)につ

いての基本的な考えを述べ,幼稚園における「数量・

形」及び「論理的思考力の基礎」に関わる内容として

「源数学」を提言した。

本節では,前節の考察に基づいて,「源数学」のカ

リキュラム開発の基本的な考え方について述べる。そ

して,次節で小学校 1学年の算数科の内容に連携する

幼稚園での「源数学」の学び (つ まり,体験)の「カ

リキュラム」の 1つの「モデル」を提示する。

まず,小学校学習指導要領 (算数科)と 幼稚園教育

要領 (領域「環境」)と は共に文部科学省の告示内容

であるが,小学校が全員就学の義務教育であり,幼稚

園は義務教育ではない。このことに関連して,その構

成・内容も大きく異なっている。

小学校学習指導要領は,各教科において,各学年ご

とに目標・評価の観点及び領域ごと・[算数的活動 ]

といった内容が明示されている。それに比べて,幼稚

園教育要領では,5領域の 1つ である「環境 ((1)～

(H)の内容)」 の「(8)日 常生活の中で数量や図形な

どに関心をもつ。」と [内容の取扱い]の「(4)数量

や文字などに関しては,日 常生活の中で幼児自身の必

要感に基づく体験を大切にし,数量や文字などに関す

る興味や関心,感覚が養われるようにすること。」で

あり,『解説書 (文部科学省 )』 ではいずれも 1ページ

足らずの説明が書かれているのみである。つまり,行

政的には,小学校のカリキュラムは内容が明示されて

いるのに比して,幼稚園のカリキユラムは「子どもの

実態に応 じて工夫しなさい」と言っているのである。

ところで,「源数学」の学びの特徴は,体得的な学

び,つ まり五感を通しての感覚的・経験的な現実事象

との関わりによる学びが主体であることである。した

がって,幼稚園での主たる保育 (教育)の 内容である

「自由保育」あるいは「設定保育 (0総合的な領域や

他の領域の事柄を目的とし,数量・形の内容は附随的

である。 ・数量・形の内容,つ まり「源数学」を直接

的な目的とする。の 2つが考えられる。)のいずれで

あるにせよ,学 びの主体者である子どもにとっては

〈遊びとしての学び)と いうことになる。つまり,子

どもにとつての目的は「源数学」を利用することによ

って (遊びをより豊かにする〉ことであって,「源数

学」そのものを学ぶことが目的ではない。(源数学は

手段であって目的ではない〉。これに比して,小学校

算数科における「遊び」あるいは「具体的操作」等は

手段であって,(数学的な内容の学びが目的である〉。

したがって,遊びが主体である幼稚園での実際の内

容には,「系統性」を求めることができない。一方 ,

数理認識においては,内容の「系統性」が極めて重要

である。その (矛盾〉を解決するのが保育者 (教師)

の役目ということになる。
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船越 俊介 :幼稚園における「数量・形」と小学校での「算数」の学びをつなげる幼小連携カリキユラム

幼稚園教育における数量・形 (源数学)の「系統性

(構造)」 ,つ まり,「カリキュラム」は保育者が備えて

おき,〈保育の状況に応じて対応する (意図的・意識

的に活用する)〉 ことになる。

幼稚園の教師にとっては,数理認識発達の観点から

源数学の構造を捉え,個人差に応じた関わらせ方 (教

材・教具,指導法等)を豊富に持っていることが求め

られる。また,(遊びをより豊かにする)と いう観点

からの「リテラシー (数量・形の読み・書き・描く

等)」 の扱い方が現実的課題となる。

§3.幼稚園における
「数量・形 (「源数学」)」 に関わる

「カリキユラム」モデル

本節では,§ 2の視座から,小学校 1学年算数科の

学びに連携する幼稚園における「数量 0形 (「源数

学」)」 の「カリキュラム」,つ まり 〈幼稚園期に望ま

れる体験 (学び)〉 を提示する。

なお,小学校 1学年算数科の内容・配列は,清水静

海・船越俊介他編著『わくわくさんすう①』,啓林館

(平成 17年度用)に基づく。

おわりに一今後の研究課題

本研究の今後の課題は,次の2点であると考えてい

る。

1つ は,§ 2の「カリキユラム開発の基本理念」及

び§3の「幼小連携の幼稚園におけるカリキュラムモ

デル」に基づく保育実践を行い,「 リフレクシヨン」

をすることによって,いわゆる「経験カリキユラム」

を蓄積していくことである。

もう1つ は,§ 3で提示した「カリキユラムモデ

ル」の改訂版を作成することである。例えば,「小学

校の新しい教育課程」,「論理的思考力の基礎」及び

「カリキユラムの先行研究」等との関連に基づく考察

である。
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